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大学生のハーディネスとコーピング，ライフイベントの関連の検討

城　佳子＊

Relationship of Hardiness to Stress-coping Strategies and Life Events 
in University Students

Yoshiko JOH
 

要旨　本研究では，ライフイベントの経験がハーディネス性格特性に及ぼす影響，および，ハー
ディネス性格特性とコーピングの関連について検討することを目的として，大学生を対象に調査
を実施した．その結果，ライフイベントの中でも，特に，自分にとって重要な出来事を経験する
だけではなく，克服することがハーディネスを高めるという仮説が概ね支持された．またハーデ
ィネスが高い人は積極的に問題解決に取り組むようなコーピングや肯定的解釈を多く採用するこ
とが明らかにされた．

1．はじめに

同じようなストレスフルな状況にあっても，人はそれぞれ反応が異なる．目の前の状況に打ち
のめされそうになる人もいれば，何事もなかったかのように易々と乗り越えていく人もいる．こ
のようなストレス状況での個人差は，Lazarus & Folkman （1984）が提案した心理学的ストレスモ
デルを用いて説明することができる．彼らが提案した心理学的ストレスモデルは，ストレッサー
に対する認知や対処の過程を重視したトランスアクショナルなモデルである．すなわち，ストレ
ス源となる出来事であるストレッサーを，どの程度ストレスフルであると評価するかを決定する
認知的評価過程と，それに対処していくコーピング過程とが，ストレス反応の生起に影響を及ぼ
すことを示すモデルである．前述したようなストレス状況で見受けられる個人差は，認知的評価
やコーピングの過程が個人により，また状況により異なることで生じると考えられる．この心
理学的ストレスモデルが提唱されて以来，モデルに基づいて多くの検討が加えられた．現在の心
理学的ストレス研究における課題は，「ストレッサーとストレス反応の中間に介在して，ストレ
ッサーを低減したりストレス反応を低下させる要因とは何か」（小杉，1999）を解明することで
ある．モデルに基づいて認知的評価やコーピング過程に影響を及ぼす先行要因となる個人差変数
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の関与についての研究も進められてきた（Robins, Block, & Peselow, 1990；嶋田，1993；嶋田・三
浦・坂野，1996）．ストレッサーを脅威的であると評価するか否か，どのようなコーピングを採用
するのかは，個人の持つ価値観や信念といった個人差変数や，社会的環境的背景に依存するとい
う考え方のアプローチである（児玉他，1994）．
個人差変数の一つにハーディネス（hardiness）がある．ハーディネスとは高ストレス下で病気
にならない人々が持つ性格特性（Kobasa，1979）で，コミットメント（commitment），コントロ
ール（control），チャレンジ（challenge）の 3つの要素で構成されている．コミットメントは ,人
生の様々な状況に自分を十分関与させる傾向 ,コントロールは ,個人が出来事の推移に対してあ
る一定の範囲内で影響を及ぼすことができると信じ ,そのように行動する傾向，チャレンジは ,

安定性よりもむしろ変化が人生の常であり成長の機会であると捉える傾向と定義されている .す
なわち，ストレスフルな状況においては，コミットメントはたとえ困難な状況になろうともその
場にとどまり周囲の人々や出来事とかかわりを持ち続けることを意味し，コントロールは個人が
出来事の推移に対して影響を与えられると信じ，またそのように行動し続けようとすること，チ
ャレンジはストレス状況の中で成長の道を見出そうと努力し続けることであると説明されている
（Maddi ＆ Khoshaba，2005）．
ハーディネスの概念は，大きな変化を経験したある企業で，多くの社員が健康を害するような
ストレスフルな状況にあっても病気にならないで成長し続けた人々に着目して進められた研究
の中で見出された．そうした人々は共通して，コミットメント，コントロール，チャレンジの
3つの特性を有していたことが報告された（Kobasa，1979）．ハーディネスがストレス状況下で
の人々のストレス反応に与える影響が多くの研究によって報告されてきた（Maddi，2002）．我
が国においてもハーディネス測定のための尺度の作成および健康への影響に着目した研究がな
されている（桜井 1995；多田・稲森・濱野，2001；海蔵寺・寺嶋・岡田，2003；田中・桜井，
2006；小坂，2007；堀越・堀越，2008）．ハーディネスがストレッサーの評価やストレス反応に
与える影響を検討した研究は複数報告されている．たとえば，田中・桜井（2006）は大学生のハ
ーディネスとストレッサーの認知，ストレス反応の関係を検討し，ハーディネスにはストレス
軽減の直接効果と緩衝効果の両効果がみられるが，それらはハーディネスの 3下位尺度によって
幾分異なることを報告した．小坂（2007）では大学生でハーディネスが高い人は低い人に比べて，
ストレス反応が有意に低いことが報告された．しかし，これまでにハーディネスとストレスコー
ピングとの関連を検討した研究は，ほとんど見受けられない．ハーディネスの 3つの要因の定義
には認知的行動的傾向に関する記述が含まれていることから，高いハーディネス性格特性を有す
る人がストレスフルな状況で用いるコーピングには，一定の傾向があるものと考えられる．具体
的には，コミットメント，コントロールは定義より，問題解決的な積極的対処，チャレンジは定
義より，肯定的解釈をするような認知的な対処との関連が推測される．
また，ハーディネス特性を有する人々に対する面接調査を通して，Khoshaba & Maddi（1999）

はハーディネスを高める要因を検討した．その結果，幼少期にストレスフルな体験があったこと，
彼らが逆境をチャンスに転じることができると信じて励ましながら支える大人が周囲にいたこと
が，ハーディネス特性を有する人に共通していたことが明らかにされた．さらに，Maddi（2002）
は，この面接調査から得られた知見に基づいて，成人のハーディネスを高めるためのトレーニン
グプログラムを提案した．このトレーニングプログラムは，問題解決型の対処の技術，それを支
える交流の技術などで構成されており，トレーニング後にハーディネス得点が上昇したことが報
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告されている．このように，ハーディネスは性格特性として紹介されているが，幼少時や成人後
の種々の経験を通して後天的に身につけることができるものであるといえよう．しかし，現在ま
でのところ，どのような要因がハーディネスを高めるのか，十分な検討がなされてきたとは言い
難い．筆者らの予備調査の結果，大学生のハーディネスは上級生ほど，また課外活動の経験があ
る人ほど高いことが示された．すなわち，日常生活の中での誰もが経験するような事柄を通し
て，ハーディネスを高めることができることが推察された．Khoshaba & Maddi（1999）は幼少時
にストレスフルな体験をすることが必要であることを報告したが，大学生にとってもストレスフ
ルな体験をすることはハーディネスを高めることにつながると考えられる．ただし，失敗経験が
続くと遂行意欲が低下し，抑うつと不安の感情が優勢となる学習性絶望感を経験する（Seligman，
1975）ことになるため，単にストレスフルな経験をするのではなく，ストレスフルな事態を克服
出来ていることが必要であると考えられる．
そこで，本研究では，ライフイベントの経験がハーディネスに及ぼす影響および，ハーディネ

ス性格特性とコーピングの関連について検討することを目的に，大学生を対象として調査を実施
した．仮説は以下の通りであった．第一の仮説は大学生が大学生活においてライフイベントに出
会い，克服した経験がハーディネス性格特性を高めるという仮説であり，第二の仮説はハーディ
ネスが高い人は積極的に問題解決に取り組むようなコーピングを多く採用するという仮説であっ
た． 

2．方法

（1）調査対象者
大学生男子 65名（平均 20.5歳，SD＝ 1.371）， 大学生女子 140名（平均 20.4歳，SD＝

1.908）合計 205名（平均 20.4歳，SD＝ 1.752）を調査対象者とした . 

（2）使用尺度
① 27項目版ハーディネス尺度

森・東條・佐々木（2005）が作成した，大学生のハーディネスを測定する尺度である .「コ
ミットメント」「コントロール」「チャレンジ」の 3下位尺度からなる .回答方法は「当てはま
る」～「当てはまらない」の 4件法を用いた．
②対人・達成領域別ライフイベント尺度（大学生用）短縮版

高比良（1998）が作成した，大学生の対人・達成領域でのライフイベント経験を測定する尺
度で「ネガティブライフイベント尺度」「ポジティブライフイベント尺度」の 2つの下位尺度
からなる．回答は各ライフイベントについて，大学生活においての経験の有無を 2件法で求め
る形式である．本研究では，「ネガティブライフイベント尺度」の 26項目のみを使用し，各ラ
イフイベントについて経験の有無，自分にとっての「重要度」，および「克服度」の回答を求
めた．回答方法は，経験の有無は 2件法，重要度および克服度は「重要ではなかった（克服で
きていない）」～「重要だった（克服できた）」の 3件法を用いた．
③ General Coping Questionnaire（GCQ） 特性版

佐々木・山崎（2002）によって作成された，日常一般的なコーピングの使用傾向を測定する
尺度である．「感情表出」「情緒的サポート希求」「認知的再解釈」「問題解決」の 4つの下位尺
度からなる．回答方法は，各項目について「まったく行わない」～「いつも行う」の 5件法を
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用いた．

3．結果

（1） 27項目版ハーディネス尺度の因子分析
調査に使用したハーディネス尺度 27項目に対して，最尤法，プロマックス回転による探索的

因子分析を実施した．仮説に基づいて因子数を 3とした．累積寄与率は 46.29％であった（表 1）．
第 1因子は 8項目で構成され，「これからの展開がどうなるかわからない方が面白いと思う」や
「今後の展開がわからない方がわくわくする」といった項目が含まれており，チャレンジ因子と
命名した（寄与率＝ 17.81％）．第 2因子は 9項目で構成され，「思いがけないことが起こったと
きにも臨機応変に対応できる」や「予期していなかった変化に対しても柔軟に対処できる」や

表 1　27項目版ハーディネス尺度の因子分析結果
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「活発に仕事や学業をしている自分に満足している」といった項目が含まれており，コントロー
ル因子と命名した（寄与率＝ 14.95％）．第 3因子は 10項目で構成され，「一生懸命やれば目標に
到達できると思う」や「努力すれば結果は必ずついてくると思う」や「新しい自分を発見する
ことに対してうれしいと感じる」といった項目が含まれており，コミットメント因子と命名し
た（寄与率＝ 13.53％）．因子間の相関係数は，チャレンジ因子とコントロール因子では，r＝.54，
チャレンジ因子とコミットメント因子は r＝.30，コントロール因子とコミットメント因子は r＝
.38で，相互に関連が認められた．各因子の内的整合性を検討するためにクロンバックのアルフ
ァ係数を算出したところ，チャレンジ因子は a＝.90,コントロール因子は a＝.85，コミットメン
ト因子は a＝.80であった．3因子とも高い信頼性係数で内的整合性が確認された .

（2）性別，学年，課外活動によるハーディネス得点の差の検討
性別，学年，課外活動の経験の違いによるハーディネス得点の差を検討するために，ハーディ
ネス全体およびハーディネスの 3下位尺度それぞれの因子項目合計得点を従属変数として，以下
の検定を実施した．性別では男性群，女性群，学年は 1，2年生群と 3，4年生群に群分けして t

検定を実施した．課外活動の経験については，部活動群，サークル活動，無所属群の 3群に分け

表 2　男女別、学年別のハーディネス平均値（標準偏差）および t 検定結果

† p＜ .10，＊ p＜ .05，＊＊ p＜ .01．

表 3　所属別のハーディネス平均値（標準偏差）および分散分析結果

† p＜ .10，＊ p＜ .05，＊＊ p＜ .01．
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一元配置の分散分析を実施した．その結果，性別では，チャレンジ，コントロールでは 1％水準，
ハーディネス全体では 5％水準で有意な差が認められ（チャレンジ t（203）＝ 3.644，p＜ .01；コ
ントロール t（203）＝ 2.750，p＜ .01；ハーディネス全体 t（203）＝ 2.189，p＜ .05），いずれも男
性が高い値を示した．学年では，コントロールで 1％水準，ハーディネス全体では 5％水準で有
意な差が認められ（コントロール t（203）＝3.674，p＜ .01；ハーディネス全体 t（203）＝ 2.356，p

＜ .05），いずれも高学年が高い値を示した（表 2）．課外活動では，コントロールとハーディネ
ス全体で 5％水準で有意差が，チャレンジで 10％水準で有意傾向が認められた（コントロール F

（2，200）＝ 4.168，p＜ .05；ハーディネス全体 F（2，200）＝ 3.918，p＜ .05；チャレンジ F（2，200）
＝ 2.439，p＜ .10）．多重比較の結果，コントロール，ハーディネス全体では，いずれもサーク
ル群と無所属群に有意な差が認められ（p＜ .05），サークル群が無所属群より高い値を示した
（表 3）．
（3）ライフイベントの経験の有無によるハーディネス得点の差の検討
ライフイベントの経験の有無によるハーディネス得点の差を検討するためにハーディネス全
体およびハーディネスの 3下位尺度それぞれの因子項目合計得点を従属変数として t検定を実
施した．その結果有意な差は認められなかった（チャレンジ t（203）＝ 0.175，n.s.；コントロー
ル t（203）＝ 0.292，n.s.；コミットメント t（203）＝ 0.015，n.s.；ハーディネス全体 t（203）＝ 0.208，
n.s.）．
（4）ライフイベントの重要度，克服度によるハーディネス得点の差の検討
経験したライフイベントの重要度と克服度によるハーディネス得点の差を検討するために，以
下の分析を実施した．ライフイベント尺度の重要度，克服度それぞれの項目合計得点を算出し，
全対象者の平均値を基準として平均値より高い値を示した対象者を高群，低い値を示した対象者
を低群とした．ハーディネス全体およびハーディネスの 3下位尺度それぞれの因子項目合計得点
を従属変数とし，ライフイベントの重要度（高群，低群）と，克服度（高群，低群）を独立変数
として 2要因の分散分析を実施した．その結果，チャレンジについては，有意な差が認められな
かった．コントロールについては，克服度の主効果に有意差が認められ （F（1,181）＝ 7.042，p＜
.01），重要度の主効果に有意傾向が認められた（F（1,181）＝ 2.778，p＜ .1）．コミットメントに
ついては克服度の主効果に有意差が認められ（F（1,181）＝ 5.653，p＜ .05）， 重要度の主効果に有
意傾向が認められた（F（1,181）＝ 3.835，p＜ .1）．ハーディネス全体については克服度の主効果
に有意差が認められた（F（1,181）＝ 7.071，p＜ .01）（表 4）．

† p＜ .10，＊ p＜ .05，＊＊ p＜ .01．

表 4　ライフイベントの重要度と克服度別のハーディネス平均値（標準偏差）および分散分析結果

生活科学研究　第32集（04・城）CS.indd   42生活科学研究　第32集（04・城）CS.indd   42 2010/04/09   15:51:242010/04/09   15:51:24



43

（5）ハーディネスの高低によるコーピングの差の検討
ハーディネスの高低によるコーピング得点の差を検討するために以下の分析を実施した．ハー
ディネスの 3つの下位尺度および，ハーディネス全体の項目合計得点を算出し，それぞれに全対
象者の平均値を基準として平均値より高い値を示した対象者を高群，低い値を示した対象者を低
群とした．GCQの各因子の項目合計得点を従属変数としてハーディネス尺度の各下位尺度と全
体それぞれの高低群間で対応のない t検定を行った．その結果，チャレンジでは，認知的再解釈
因子（t（190）＝ 6.517，p<.01）と問題解決因子（t（190）＝ 4.063，p<.01）で 1％水準の有意な差
が認められた．コントロールで，認知的再解釈因子（t（186）＝ 5.612，p<.01）と問題解決因子（t

（186）＝ 7.351，p<.01）で 1％水準の有意な差が認められた．コミットメントで，認知的再解釈
因子（t（193）＝ 5.343，p<.01）と情緒的サポート希求因子（t（193）＝ 4.018，p<.01）と問題解決
因子（t（193）＝－6.149，p<.01）で 1％水準の有意差が認められた．ハーディネス全体で，認知
的再解釈因子（t（203）＝ 8.568，p<.01）と）と問題解決因子（t（203）＝ 8.057，p<.01）で 1％水
準の有意差が，情緒的サポート希求因子（t（203）＝ 1.732，p<.1）で 10％水準の有意傾向が認め
られた（図 1）．

4．考察

本研究では，大学生が大学生活においてライフイベントに出会い，克服した経験がハーディネ
ス性格特性を高めるとの仮説，および，ハーディネスが高い人は積極的に問題解決に取り組むよ
うなコーピングを多く採用するという仮説を検証することを目的として調査を実施した．
（1）ハーディネス尺度について
わが国で複数作成されてきた尺度の中から，今回は，信頼性の高さや項目数の適切性を考慮し
て，森・東條・佐々木（2005）のハーディネス尺度を使用した．この尺度は大学生用に開発され，
コミットメント，コントロール，チャレンジの 3因子 27項目からなる尺度であった．因子分析

図 1　ハーディネスの高低によるコーピング得点の比較

† p<.10, ＊ p<.05, ＊＊ p<.01
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の結果，3因子が抽出された．一部の項目は先行研究とは異なる因子に含まれたが，いずれの因
子も，コミットメント，コントロール，チャレンジと命名しうる項目で構成されており，内的整
合性も確認された．因子間に .30～.54の相関が認められ，小坂（1993）が指摘するように，3因
子間相互に関連があることが確認された．これらのことから，おおむね先行研究と同様の 3因子
構造が確認されたといえよう．
（2）学年，性別，課外活動によるハーディネス得点の差について
筆者らの予備調査の結果，大学生のハーディネスは上級生ほど，また課外活動の経験がある人

ほど高いことが示された．本研究でも同様の結果が得られ，学年では，コントロールとハーディ
ネス全体で高学年が高い値を示した．課外活動では，コントロール，ハーディネス全体で，サー
クルに所属している人が無所属の人より高い値を示した．性別では，チャレンジ，コントロール，
ハーディネス全体で男性が高い値を示した．
これらのことから，大学での経験やサークル活動の経験といった日常的な経験が，出来事の推

移に対して影響を与えられると信じ，またそのように行動し続けようとするコントロールの傾向
を高め，ハーディネス全体の傾向を高めることにつながったことが推測される．一方，コミット
メントとチャレンジについては，学年や課外活動の経験による差は認められなかった．コミット
メントもチャレンジも定義には「困難な状況」「ストレス状況」での，認知的，行動的な側面に
ついての記述が含まれていることから，これらの要因を高めるには，日常的な経験以外の要因の
影響やストレスフルな状況の経験が必要であることが推測される．
男女差については，コミットメント以外で男性が女性より高いことが明らかにされた．小坂

（1993）では男女で差がないことが報告されており，異なる結果となった．学年やライフイベン
トの経験や課外活動への参加の経験については，男女間に差が認められなかった．今回の調査で
は男女の人数比に差があったため，データに偏りが生じたことも一因と考えられるが，ハーディ
ネス得点の男女差が何に起因しているのかについては，さらに今後の検討が必要である．
（3）ライフイベントの重要度，克服度によるハーディネス得点の差について
ライフイベントの経験の有無によるハーディネス得点の差を検討した結果，有意な差は認めら

れなかった．また，ハーディネスの各下位尺度とハーディネス合計に対する，経験したライフイ
ベントの重要度と克服度の影響を検討した結果，コントロールとコミットメント，およびハーデ
ィネス合計得点において，ライフイベントを克服したと感じる度合いが高い人が高い得点を示す
ことが明らかにされた．また同時に，コミットメントにおいては重要度の高いライフイベントを
経験した人が，コントロールにおいては逆に重要度の低いライフイベントを経験した人が得点が
高いことが示された． 
単にライフイベントを経験するだけではなく，その経験を克服すること，また，その経験が重

要であることがハーディネス全体とコミットメントを高めたことから，仮説は部分的に検証され
たといえよう．ハーディネスは性格特性と紹介されているが，海蔵寺他（2004）は定義の内容
から，ハーディネスは人生や物事に対する個人の認知的要因を反映するものとも考えられるこ
と，種々の認知行動的訓練を通して変容することが可能であることを指摘した．本研究の結果
は海蔵寺他（2004）の指摘を裏付ける結果であったと言えよう．すなわち，本研究の結果は，ラ
イフイベントを単に経験するだけではなく克服した経験を通して，コミットメントやコントロ
ールに関連する認知的要因が変容した結果であると解釈できよう．コミットメントとは，たとえ
困難な状況になろうともその場にとどまり，周囲の人々や出来事とかかわりを持ち続けることを
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意味する概念であるが，本研究の結果から，重要な出来事を克服した経験を通して学習可能であ
ると解釈できよう．一方，コントロールについては，重要度が低いライフイベントを経験し，克
服することで高まることが示された．すなわち，コントロールを高めるには，容易に克服できる
ようなライフイベントを経験するという成功体験を積むことが重要であると解釈できよう．これ
は，コントロールと関連するであろう認知的要因の一つであるセルフエフィカシーを高める方法
（Bandura，1985）と一致する．セルフエフィカシーとはある行動を起こす前に個人が感じる遂行
可能感である．セルフエフィカシーは，遂行行動の達成，成功体験によって高めることができる
とされているが，その際には達成可能な目標を設定することが重要であると紹介されている．重
要ではないライフイベントを経験することで容易に成功体験を積むことが可能であったことが，
コントロールを高めたと考えられる．
チャレンジについては有意差が認められず，ライフイベントの経験を通して容易には変容し得

ないことが示された．このことから，チャレンジは他の 2つの下位尺度とは異なる種類の要因で
ある可能性が示された．これまでの研究においても，チャレンジがストレス過程に対してハーデ
ィネスの他の 2下位尺度と異なる影響を及ぼす結果が得られたことが報告されている（堀越・堀
越，2008；廣岡・大橋，2004）．したがって，今後は，例えばセンセーションシーキング特性や
楽観性のように，時間や状況を超えて持続する個人の特徴すなわちパーソナリティとの関連を検
討することも必要であろう．
（4）ハーディネスの高低によるコーピングの差
ハーディネスの高低によって，日常的に採用するコーピングの差を検討した結果，ハーディネ

ス全体と 3つの下位尺度すべてにおいて，高い群が低い群より認知的再解釈と問題解決の対処を
多くすることが明らかにされた．さらにハーディネス全体とコミットメントが高い群は，情緒的
サポート希求の対処も多くすることが示された．これらの結果からハーディネスはストレスコー
ピング過程にも影響を及ぼし，ハーディネスが高い人は積極的に問題解決に取り組むようなコー
ピングや肯定的解釈を多く採用するということが明らかにされ，仮説は検証された．さらに，コ
ミットメントが高いと周囲の人々とのかかわりの中で，情緒的サポートを得るという対処も可能
であることが明らかにされた．すなわち，ハーディネスが高い人は，ストレッサーに直面した時
に，有効なコーピングをしてストレス反応を軽減していると推測され，ストレス反応に対して緩
衝効果を持つと考えられる．
（5）総合的考察
本研究の結果から，ハーディネスの下位尺度のコントロールは，日常的な経験や，容易に達成

できるような克服経験を積むことで高められ，コミットメントは，重要なネガティブな出来事を
克服することで高められる可能性が示唆された．また，ハーディネスのストレス認知やストレス
反応への影響はすでにこれまでの研究で明らかにされていたが，本研究では新たに，ハーディ
ネスがストレスコーピング過程にも影響を及ぼし，ハーディネスが高い人は問題解決に取り組む
ようなコーピングや肯定的解釈，情緒的サポートを求めるコーピングを多く採用することに影響
を及ぼしていることが明らかにされた．すなわち，ハーディネスが高い人は，ストレッサーに直
面した時に，種々の積極的なコーピングを採用し，ストレス反応を軽減させていると考えられる．
しかし，本研究ではストレス反応については測定の対象としなかったため，今後，採用したコー
ピングのストレス反応の低減への影響を検討することも必要であろう．
これらの結果から，ストレスフルな生活の中で，健康に過ごすためには，まず日常生活で容易
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なものから困難なものまで，種々のできごとを経験し，その出来事を克服することを繰り返すこ
とでハーディネスを高めることが第一段階として重要なことであると言えよう．そして，ハーデ
ィネスが高まると，ストレス事態で種々のコーピングを採用することが可能になり，ストレス反
応が軽減して，健康に暮らせることになると考えられる．
ハーディネスのストレス反応への影響は 3要素が一貫して高い時に有効であることが指摘され
ている（Maddi，2002）．しかし，ハーディネスを単一次元の特性としてとらえるか，コミット
メント，コントロール，チャレンジといった 3つの特性の集合体としてとらえた方が妥当なのか
ということについての議論もある（田中・桜井，2006）．本研究の結果からも，ハーディネスの
3つの下位尺度には互いに関連があるものの，幾分個々の下位尺度ごとに異なる結果が認められ
た．3下位尺度の関係性を含めて，ハーディネスとコーピングやストレス反応との関連をさらに
詳細に検討することも今後必要であろう．
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